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センター電話相談（４月１７日開設～１１月末迄）

１．外国人からの相談件数

　　　　　　411　　511　　　闘　　召　　8M　　911

　　件数　51　120　　91　101　　77　　90

2.外国人相談者国籍別統計

　　アメリカ

　　中国

　　フィリピン

　　カナダ

　　パキスタン

　　バングラデシュ

　　イギリス

　　オーストラリア

　　ペルー,ﾌﾟうｼﾞﾙ,ｽﾘうﾝｶ

　　韓国

　　台湾

　　日本

３．地域別内訳

　　アジア　　　　２

　　欧米　　　　　２

　　南米

　　オセアニア
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92（39.3Z）
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４．外国人相談者居住地域

　　東京

　　神奈川

　　埼玉

　　干葉

５．相談内容

(!)言葉の分かる医師の紹介

(3)金銭問題

(5)その他
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１．。１１月３０日（土）に経済団体連合会より１％（ワンパーセント）クラブの「寄付対

　　象団体等」に登録されたという知らせが届きました。１％クラブ会員が，登録された

　　団体に直接寄付を申し出てくるシステムです。

２．１２月７日（土）３：００より，今年度の反省，来年度の運営についてミーティング

　　行いました。新たな決定事項については次回ご報告いたします。

３．１２月８日（日）に「実地医家のための会」の１２月例会（主題は外国人の診療）で

　　センターの業務について話してきました。（中西先生，国井先生，香取が出席）

　　こういう会を通して協力していただける先生の輪が広がりそうです。

４．ポルトガル詰新聞「lnternationa1 Press」にセンターの記事が乗り，ブラジル人か

　　らの問い合わせが増えています。ブラジル大使館でも喜んでいると新聞社から連絡が

　　入りました。

５．山形大学医学部の桑山紀彦先生が始めた「外国人医療情報センター」の電話番号は

　　０３０－１２－３１７７です。携帯電話で対応しています。
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在
日
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、

刎
頚
の
琶
や
生
活
習
慣
の
違
い
か

ら
籾
神
的
な
問
題
を
抱
え
る
外
国

人
が
最
近
、
目
立
ち
始
め
て
い
る

た
め
、
附
団
法
人
「
海
外
邦
人
医

療
基
金
」
の
「
異
文
化
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
研
究
会
」
は
三
日
、
外
国

人
向
け
相
談
窓
口
の
設
置
や
外
国

人
医
師
ら
が
診
察
に
当
た
る
国
際

保
健
施
設
の
整
備
な
ど
を
進
め
る

べ
き
と
す
る
提
言
を
ま
と
め
、
厚

生
、
労
働
、
外
務
な
ど
の
関
係
省

庁
に
提
出
し
た
。
外
国
人
患
者
の

場
合
、
治
療
背
を
払
え
ず
病
院
に

治
療
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
飼
葉
の

壁
な
ど
か
ら
・
医
師
が
か
原
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
問
題

が
数
多
く
あ
り
、
同
研
究
会
は
行

政
や
医
療
関
係
者
の
取
○
組
み
を

個
ぐ
求
め
で
い
や

海外邦人医療基金
盾

ぷ

回

当

在
日
外
国
人
障
害
急
増
で
提
言

　
　
外
国
語
相
談
窓
口
や

　
　
通
訳
完
備
の
病
院
も

精
神
科
の
医
師
、
厚
生
省
の
技
官

　
　
ら
が
参
加
し
た
同
研
究
公
の
唇
昭

４
よ
る
と
、
恵
夙
都
立
松
沢
病
院
に
人

∩
院
し
た
外
国
人
患
者
は
五
年
前
、
十

Ｗ
一
人
だ
っ
た
の
が
平
成
元
年
度
は
三

　
　
十
三
人
、
二
年
度
は
五
十
四
人
と
年

・
’
・
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い
る
。
し
か

四

し

い
。

表
面
化
し
た
ケ
ー
ス
は
氷
山
の

‐
『
‐
”
一
角
で
、
実
態
は
明
ら
か
に
な
っ
て

　
　
お
ら
ず
、
在
日
外
国
人
の
増
加
と
と

　
　
も
に
水
面
下
で
患
者
も
急
増
し
て
い

一
足
早
く
こ
ん
な
風
景
も
（
外
国
人
か
ら
の
電
話
相
談
に
応

・
世
田
谷
区
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
古

る
と
同
研
究
会
は
予
想
し
て
い
る
。

　
ま
た
同
病
院
に
昨
年
度
入
院
し
た

五
ヤ
四
人
の
患
者
の
国
籍
は
中
国
九

人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
八
入
、
韓
国
五
人
、

台万

万

生

半

数
を
酉
め
た
。
欧
米
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
で
孤
独
感
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
な
ど
を
発
症
す
る
ケ
ー
ス
も
最

近
、
目
立
つ
と
い
う
。

　
自
殺
未
遂
や
錯
乱
を
起
こ
し
て
病

院
に
運
び
込
ま
れ
る
外
国
人
患
者
が

多
い
の
も
特
徴
の
一
つ
で
、
恵
尽
の

慈
恵
医
科
大
で
は
、
昨
年
ま
で
の
十

五
年
間
に
診
察
し
た
外
国
人
患
者
百

二
十
三
人
の
三
分
の
一
に
当
た
る
四

十
一
人
が
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
。
五
％

前
後
の
日
本
人
に
比
べ
か
な
り
高

く
、
同
研
究
会
は
不
法
就
労
な
ど
を

気
に
し
て
通
院
を
た
め
ら
っ
て
い
る

う
ち
・
に
病
状
が
悪
化
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
と
み
て
、
日
本
の
精
神
科
医

縦
が
外
国
人
に
合
っ
て
い
な
い
こ
と

を
指
一
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
治
療
賢
が
払
え
な
い
患

者
を
ど
う
扱
う
か
、
入
院
に
同
窓
し

な
い
場
合
、
保
護
義
務
者
を
だ
れ
に

す
る
か
１
－
な
ど
の
問
題
も
提
言
の

中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
同
研
究
会
は
国
、
地

方
自
治
体
に
対
し
、
ま
ず
実
態
調
査

で
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
を
求
め
た

う
え
で
、
①
日
本
の
社
会
の
仕
組
み
、

就
職
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
外
国

人
の
悩
み
に
こ
た
え
る
外
国
語
の
相

談
窓
口
の
開
設
②
通
訳
網
を
整
備
し
・

だ
公
的
な
協
力
病
院
を
モ
デ
ル
事
業
。

と
し
て
全
国
に
数
力
所
設
置
③
不
法

就
労
な
ど
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
外
国
人
の
治
療
費
援
助
一

－
Ｉ
な
ど
を
提
言
。
ま
た
医
師
、
病
‐
‐

院
に
は
通
訳
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
ら
一

を
含
め
た
チ
ー
ム
医
療
の
必
要
性
を
・

強
調
、
外
国
人
の
医
師
や
看
護
婦
を

養
成
し
国
際
的
な
施
設
の
整
備
を
将

来
の
課
題
と
し
て
挙
げ
た
。

　
企
業
に
っ
い
て
は
、
来
日
し
て
三

ヵ
月
を
経
た
後
の
数
力
月
間
が
最
も

精
神
的
な
問
題
が
生
じ
や
す
い
期
間

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
通
訳
サ
ー
ビ

ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
紹

介
な
ど
の
支
援
策
を
示
し
た
ほ
か
、

図
説
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な
い
外

国
人
労
働
者
に
は
民
間
の
傷
害
疾
病

保
険
を
考
慮
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
一
方
、
同
研
究
会
は
昨
年
ま
と
め

た
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
海
外
在

留
邦
人
の
精
神
保
健
に
対
す
る
揚
戸

も
作
成
し
た
。

〃‘-

1991年10月29日
AMDA国際医療情報センター
主催「AIDSに関する会議」
この会議の概要は看護1992年１月号

に掲載されます。

り
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『緊急報告』

　　　　フィリピン・ピナツボ山噴火被災地レポート

　　　　　　　　　(第一報:11月17日付)

ＡＭＤＡ、広報部長

　　　　　田中政宏

　　本年６月におこったフィリピン・ルソン島ピナツボ火山の爆発とそれによる甚大な被害に

ついては、当初より日本でも大きく報道されました。日本からも、アジア人権基金叉事務局

長　有光健氏）、24時間テレビチャリテイ委員会等の団体が現地入りし、現在も積極的に活

動されています。

　AMDA､JapanへもＡＭＤＡ、フィリピンのメンバーのDr.Kenneth、Dr.Emmaより、現地活

動参加への呼掛けがよせられています。このたび、ＡＭＤＡフィリピンメンバーと現地のク

リスチャン団体の連合体であるThe Seed of Life Foundation の協力のもと、11月12日より

17日までルソン島中央部サンバレス（Zambales）、ヌエヴァ　エシジャ（Nueva Ecija）にて被

災民キャンプの視察を行なう機会を得ました。以下に現地レポートを行ないます。

　（このレポートは今回訪れた4ヵ所の避難所、定住地に関してのものであり、被災地の典型的

な姿であると考えますが、それが必ずしもすべての地域に当てはまるものではありません。

実際地域により政府機関、ＮＧＯの援助程度は大きく異なるようです）。

:ぐ〕日程）

11月11日

　　12日

13日

14

15

16

日

日

日

夜11時マニラ着

現地スタッフとの打ち合せSeed of Lifeの行なうマニラ湾

Freedom lsland（不法居住区）の巡回診療参加

サンバレス州イラム定住地訪問

スービック　Eeumenica1 Foundation for Minority Development 泊

同職員で青年海外協力隊員のNs.黒川ちかこ氏インタピュー

サンバレス州カワグ（スーピック北西）、ボートラン定住地訪問

パラヤン市ピナルタカン定住地訪問

マニラにて今後の方針について打ち合せ

マニラSmoky Mountain のクリニック訪問

　＜被災地＞

　ルソン島中央部マニラ北西約100キロに位置するピナツボ山周辺のサンバレス、タルラッ

ク、パンパンガ、ヌエヴァ　エシジヤの各州を中心とする地域

ピナツボ山の東部では泥流の、西部では火山灰の被害が大きい

（前者は噴火後この地をおそった台風により、後者は噴火当時吹いていた西風による）

　＜ＤｓｗＤぐぐ政府社会福祉開発局y::発表被災者数回:9で月:(3‥OTEI付＞:

　総被災者118万人25万世帯、うち現在882ヵ所ある一時避難所生活者は51万人

宛者657人負傷者184人行方不明23人で、噴火の規模に比して死者負傷者が少ない様に思われ

るが、これは6月16日の爆発の1週間前より噴火は予知されており、一週間程前から山の周辺

の住人は避難を開始していたからでもあろう。

これらの数値は各バランガイを通じて政府が果めたものであるが、政府機関によってもデー

ターの違いがあり、例えばDOH(Department of Health、政府保健局)のFi eld Epidemio-

logy Training Program の発表では11月２日までの死者は527人と報告されている。死者は千

人を下らないという民間団体関係者もある。

犠牲者の多くを占めるのが先住民族のアエタ(Aeta〉である。彼らは、紀元前後にインドネシ

ア・マレーシアから渡ってきたマレー系の民族によって山岳郎に追いやられた、フィリピン

の先住民族である。狩猟農耕民族であり、外観上も肌の色がマレー系より黒い、髪は紬かく

ちぢれている等の特徴がある。

　救援活動を行なっている主なフィリピン政府機関はＤＯＨ(政府保健局、日本の厚生省に
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救
援
か
ら
帰
岡
の
田
中
医
師
訴
え

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン

島
中
央
部
に
あ
る
ピ
ナ
ト

ゥ
ポ
火
山
が
噴
火
、
多
数

の
死
傷
者
を
出
し
て
三
ヵ

月
・
岡
山
串
楢
津
に
本
部

を
置
く
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
菅

波
茂
会
長
）
メ
ン
バ
ー
の

医
師
田
中
政
宏
さ
ん
（
・
£
）

は
、
現
地
で
救
援
活
動
を

続
け
て
い
る
同
協
議
会
フ

ィ
リ
ピ
ン
メ
ン
バ
ー
の
応

ｅ　
　
　
　
『
３
　
　
’
Ｉ
’
Ｉ
Ｉ
．

援
要
請
に
こ
た
え
る
た

め
、
こ
の
ほ
ど
、
被
災
地

を
視
察
。
帰
国
し
た
田
中

さ
ん
は
「
被
災
者
は
キ
ャ

ン
プ
屡
居
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
今
後
も
長
期
間
改
善

さ
れ
る
見
通
し
は
な
い
。

医
療
や
牛
居
指
導
の
援
助

が
必
要
で
、
人
的
・
物
的

の
支
援
に
協
力
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

I 1 ･ 1 1 1 ･ ’ ｀ I ｀ ･ t h ･ μ ･ ･ ･ ･ ･ 1 1 ･ l l ･ ･ 一 一 ･ l l 1 1 1 1 ･ ‥ ･ ･ 1 1 1 1 1 1 ･ ’

田中医師

　
田
中
さ
ん
が
肪
れ
た
の
は
、

ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
火
山
の
噴
火
で
被

害
を
受
け
た
周
ｇ
。
十
一
月
十

一
日
か
ら
一
週
間
、
イ
ラ
ム
、

ピ
ナ
ル
タ
カ
ン
の
二
ヵ
所
で
診

療
行
為
を
し
た
ほ
か
、
カ
ワ
グ
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
を
視
察
し
た
。

　
　
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
発
表

　
（
九
月
三
十
日
）
に
よ
る
と
、

被
災
者
数
は
百
十
八
万
人
、
二

十
五
万
世
帯
。
一
時
過
難
所
で

の
生
活
者
は
八
百
八
十
二
ヵ
所

キャンプ生活を余儀なくされてし
ち＝フィリピン・スービック

き
ょ
う
岡
山
で

避
難
民
調
査
報
告

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
は
、
六
日
午

扱
六
時
半
か
ら
岡
山
市
楢
津
＝
汀

一
〇
ノ
ー
、
菅
波
内
科
医
院
で

「
ア
ジ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
・
パ
ー

テ
ン
ー
」
を
開
き
、
田
中
さ
ん

の
「
ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
避
難
民
調
査

報
告
」
な
ど
を
行
う
。
。
参
加
費

千
八
百
円
。
同
パ
ー
テ
ィ
ー
や

ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
被
災
支
援
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
同
医
院
の
田

中
さ
ん
（
０
８
６
２
＠
７
６
７

６
）
へ
。

- 一 一 一 一 一 一

一
郎
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
政
府

な
ど
が
井
戸
を
掘
り
始
め
て
い

た
。
料
理
な
ど
の
燃
料
に
は
ま

き
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
背
の
一

低
い
木
が
散
在
し
て
い
る
だ
け
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
い
た

は
難
し
Ｗ

で
、
長
期
的
に
住
民
が
密
集
す
め
、
子
供
の
低
栄
養
状
態
が
目
　
「
今
後
の
課
題
」
医
師
、
薬

る
と
、
そ
の
取
得
さ
え
難
し
く
立
っ
た
。
最
も
多
い
疾
患
は
、
の
充
実
▽
定
住
池
の
確
保
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
痢
、
麻
疹
（
は
し
か
）
、
肺
衛
生
教
育
の
徹
底
―
な
ど
。

今
も
テ
ン
ト
生
活

大
切
な
衛
生
指
導

で
五
十
一
万
人
に
の
ぼ
る
。
し

か
し
、
こ
う
い
っ
た
散
瞳
は
政

府
機
関
に
よ
っ
て
も
デ
ー
タ
の

違
い
が
あ
り
、
民
間
団
体
関
係

者
の
発
表
と
も
異
な
る
」
と
田

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

牛
居
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
被
災
民
キ
ャ
ン
プ
の

様
子
を
田
中
さ
ん
は
、
次
の
よ

中
さ
ん
。
実
際
に
被
害
は
発
表
う
に
報
告
す
る
。

以
上
に
な
り
そ
う
、
と
話
す
。
　
【
被
災
者
の
生
活
】
各
家
族

　
ま
た
、
犠
牲
者
の
多
く
を
占
は
、
油
Ｉ
一
に
打
ち
込
ん
だ
木
の

め
る
の
は
、
先
住
民
族
の
ア
エ
く
い
を
布
で
覆
っ
た
簡
単
な
テ

タ
。
狩
猟
農
耕
民
族
で
も
あ
る
ン
ト
で
暮
ら
し
て
い
る
。
気
揆

彼
ら
は
噴
火
前
は
高
地
に
庄
ん
は
東
京
の
七
月
初
め
く
ら
い

で
い
た
が
、
今
回
の
災
害
で
平
で
、
毛
布
一
枚
程
度
あ
れ
ば
遥

池
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
ご
せ
る
が
飲
料
水
、
資
料
は
政

れ
、
環
境
の
変
化
か
ら
厳
し
い
府
、
民
間
団
体
か
ら
の
配
給
。

こ

炎
。
麻
疹
の
流
行
は
、
キ
ャ
ン
緊
急
性
牒
な
い
が
、
こ
う
い

プ
で
の
密
集
し
た
生
活
の
た
っ
た
状
態
が
長
期
に
わ
た
る

め
。
下
痢
は
安
全
な
水
源
不
足
と
、
伝
染
病
の
問
題
や
住
民
の

の
た
め
だ
ろ
う
。
ト
イ
レ
は
池
労
働
意
欲
が
低
ｒ
し
て
し
ま
う

面
に
穴
を
握
り
、
竹
を
綱
ん
で
心
配
な
ど
、
｛
ｉ
の
不
安
が
大

　
　
　
ふ
た
を
し
た
簡
単
な
も
の
。
そ

ア
が
必
要

な
る
だ
ろ
う
。

　
服
装
は
、
男
性
が
短
バ
ン
、

Ｔ
シ
ャ
ツ
。
女
性
は
、
Ｔ
シ
ャ

き
い
。

　
田
中
さ
ん
は
「
ト
イ
レ
作
リ

や
ふ
ろ
の
世
話
、
家
族
構
成
と

い
っ
た
個
々
の
家
族
の
チ
ェ
ッ

れ
で
も
、
ト
イ
レ
の
無
い
世
帯
ク
や
衛
生
指
導
を
す
る
ポ
ラ
ン

も
多
か
っ
た
。

　
　
【
政
府
の
計
画
】
政
府
は
、

ツ
か
ブ
ラ
ウ
ス
に
ス
カ
ー
ト
。
一
郎
地
域
で
四
百
平
方
μ
の
畑

も
と
も
と
、
洗
濯
す
る
習
慣
が
と
贋
機
具
、
作
物
の
苗
を
与
え

あ
ま
り
な
い
、
と
い
う
人
も
い
る
計
画
を
し
で
い
る
が
、
す
べ

た
が
、
水
不
足
も
重
な
っ
て
洗
て
の
家
族
が
土
地
を
与
え
ら
れ

濯
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
　
る
の
が
、
い
つ
に
な
る
か
定
か

　
　
【
健
康
状
態
】
緊
急
の
処
置
で
な
い
。
ま
た
、
政
府
の
与
刄

が
必
要
な
患
者
は
見
ら
れ
な
か
る
遊
休
地
は
農
業
に
適
さ
ず
、

っ
た
。
し
か
し
、
缶
詰
な
ど
の
’
与
え
ら
れ
た
場
所
が
水
源
に
遺

非
常
用
簡
易
食
が
主
で
栄
養
バ
い
場
合
な
ど
は
、
経
済
的
自
立

〃

テ
ィ
ア
な
ど
、
医
師
だ
け
で
な

く
多
く
の
人
の
援
助
が
必
要
。

支
揖
に
手
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
保
偉
医
療
を

通
じ
て
ア
ジ
ア
の
発
展
を
図
る

た
め
’
一
九
八
四
年
、
ア
ジ
ア
十

三
力
国
の
医
師
、
養
護
婦
、
保

健
婦
な
ど
医
療
関
係
者
ら
で
結

成
。
ア
ジ
ア
各
国
で
保
健
医
療

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

４
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当たる）、ＤＳＷＤ（社会福祉開発局）であり、他にNHA（National Housing Authority

）等がある。

ぐ衛生統計ぴ:

　Field Epidemiology Training Program（DOH）によるこれまでの死亡数、死亡率、疾患

に関するデーターは別表の通り。

・死亡率は減少傾向にあるが、食料不足による子供の低栄養状態により地域的に死亡率の高

いところ（ヌェヴァェシジャ等）が見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

・総死亡者527人のうち489人が、ピナツボ山に住んでいた山岳民族アェタである。表に見ら

れるように各週のアェタの死亡率はそれ以外の民族の十倍以上となる。

・最も多い疾患は下痢、麻疹（はしか）、肺炎

　麻疹の流行はキャンプでの密集した生活のためであり、下痢は安全な水源の不足による。

・噴火後第20週目（10月27－11月2日）のデーターでは、死者9人（麻疹2､肺炎2､下痢1、外傷

窒息等その他4）そのうち5人が十才以下の子供。

ぐ:ﾋﾟ〕ﾃﾞﾙﾀﾚｶﾚﾝ√ｲﾚﾁﾞﾑ=i6:&tt=lii＆tに:おける被災者1の生活状況と問題点＞=

　今回訪れたイラムの定住地のＤＳＷＤスタッフ、同行したThe Seed of Lifeのメンバーは、

現在被災地は概ね緊急事態（Elegency state＝差し迫った生命の危機にある状態）からは、ほ

ぼ脱出しRehabilitationの段階にあると言う。実際今回訪れた避難所、定住地に関して言え

ば必用限の飲料水・食料は政府、民間団体より配給され、各家族は雨風をしのぐのに必要な

テント（地面に木の杭を打ち込み布で覆った簡単なもの）をもち、緊急の処匿が必要とされ

る患者は見られなかった。とはいえ、現状は生きるのに最低の環境であり、衛生・生活面だ

けに限っても改善の必要は大きい（一郎の地域ではまだ食料不足による子供の低栄養状態の

見られるところもある）。食料はすべて援助に頼り、それも米、缶詰干魚、ミルク等の非常

簡易食が主で野菜等は少なく、栄養バランスの取れているものとは言えない。（元来ピナツ

ボ山はひよくな土地であり、自然の野菜・果物や、野生動物等の蛋白源が豊富にあり、住民

は狩猟農耕生活を営み、その栄養状態は必ずしも悪くはなかったらしい）。今回訪れたキャ

ンプはいずれも独自の水源をもたず、水はすべて徒歩、あるいは車で数十分の川、井戸、町

から運んでいた。一部のキャンプでは政府と軍が井戸を掘り始めてた。トイレは地面に穴を

掘り竹で編んだ板で覆ったものを、数世帯に一つずつ作る様に指導している。服装について

は、男性は短パン・Ｔシャツ、女性はブラウスまたはＴシャツにスカートが多い｡｀水不足の

ためか十分に洗濯できていない者も多い。（もともとあまり洗濯をする習慣が無いと言う現

地スタッフもいたが）気温は（時と場所によるが）日本で言えば、大体東京の7月初め程度で

あり、寝るときに薄い毛布でもあればこの服装で問題はない。料理等の燃料には薪が使われ、

現在の所はキャンプの周辺で比較的簡単に手に入る。しかし、定住地は元々アェタの住んで

いた森林とは異なり、背の低い木が散在する丘の様なところが多いので、住人が長期的に密

集生活することにより不足となる可能性もある。ピナルタカンの定住地の一郎では、政府に

よる木造の家の建設が開始されており、数戸が完成間近であったが、家が被災民全家族へ行

渡るまでは何ヵ月も要する。アェタは自分たちで家を建てる術を知っているが、ここではそ

の資材が手に入らない。被災民の資産は、衣服の他に鍋・七輪等の調理器具・食器等であり、

一部の家庭は鶏・豚の家畜も持っている。本来狩猟農耕民族であるアェタは、生活の場であ

った山を離れて土地を持っていない現状では行なえる仕事がない。子供達の殆どは、過去と

同様キャンプでも学校教育を受けていない。

　ピナツボ山周辺に住んでいた被災者は、今までの生活場所が火山灰の下に埋もれてしまっ

ておりそこへ戻ることはできず、新たな土地への移動定住が必要である。政府は彼らのため

に、ルソン島以外の場所もふくめて新たな定住地を捜している。　ピナルタカンでは、政府は

定住者に対して、自立のため一家族につき400平方メートルの畑と農機具、ガピ・カモテ等の

作物の苗を与えることを計画している。しかし土地の調達自体がうまく行っておらず、家と

同様にすべての家族が土地を与えられるのはいつになるかは分からない。　ピナルタカンで会

ったマニラのNGO（ACES foundation）のメンバーは、たとえ土地が与えられても、政府の与え

る様な遊休地は農業には適さないものが多く、農業用水源も十分では無い所が多いので経済

的な自立は難しいであろうと言う。そうなると現在の食料援助の必要はかなり長期にわたる

　　7　　　　　　　　　　　AMDA/JAPANNEWS LETTER DECEMBER 91
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ものとなり、それが続くと住民の労働意欲は更に低下する可能性がある。

≪イヴム:定住地レポード≫こ

　11月13日朝5時、マニラ発オロンガポ行のバスにて出発。オロンガポは、アメリカ海軍基地

のあるスービックの南東へ車で約30分の位置にあり、目的地のイラムはオロンガポから北東

へ約一時間の位置にある。（地図参照）

　途中道路の通行に支障は無かったが、現地に近づくにつれ、バス路線周辺に広がる畑（今

回の被災地であるルソン島中央部はフィリピンの重要な穀倉地帯である）家々の庭､｡｡遠くに

見える丘山々と至るところが白い砂で覆われているのが目につく。（場所にもよるが、オロ

ンガポ周辺で地面の随一80パーセント位か）何かと尋ねるとこれが火山灰であると。この灰

はここだけの事ではなくピナツボ山をとりまくサンバレス、タルラック、パンパンガの各州

に灰または泥流、’石の形で降り注いだのであるから、その量は想像を絶する。あちらこちら

に屋根の無い家、柱だけの家が見られる。噴火の当時、主人が遠くへ避難して屋根の灰を取

り除くことができずに潰れてしまった家々だという。潰れたものは公共の建物等の大きなも

のに多い様子。翌日SubicからBotolanへ向かう途中では、火山灰でほぼ完全に埋められてし

まった川（幅20メートル以上あろう）が見られた。ちょうど乾期に入りつつあることもあり

舗装された道はよいが、そうでない道の埃は大変なものである。この日はその後、半日ジー

プに乗ったが手持ちの黒いバッグは砂で灰色になった。

　この度の被災者たちは、まずEvaeuation Center と呼ばれる一時避難所へ移された後

Resettlementと呼ばれる定住地へ移動する。今から訪れるのは定住地であり、約450家族20

00人近くの被災者が住む。バスに乗ること約3時間でオロンガポ着。 Seed of Lifeの用意して

くれたジープに乗り換えて、更に約30分山道を走る。道がなくなり降ろされた所がイラムで、

小高い丘の連なる上り下りの激しい場所であった。途中DSWD（Department of social

welfare and development;政府社会福祉開発局、政府保健局とともに今回の被災者救助を行

なっている）のブルドーザーが斜面を崩して道を作っておりそこの労働者の姿は見られるが、

住民の姿は見られない。彼らの住むResetlementへは、ここから更に道無き山道を20分程歩か

なければいけない｡今回ここ以外に訪れた定住地も、同じように幹線路からはなれていた。定

住地がこれほど辺鄙な所にある理由は、そこが今後彼らに生活の場として与えられる土地で

あり、おもに政府の所有地が選ばれそれらが概して不便な場所にあるからだとのことであっ

た。山道を越えてやっと定住地の中の一集落へたどりつく。集落の中心地には、数個の小さ

な長椅子と黒板だけの青空教室（ミッション団体が運営している）があり、米軍･の援助食料

のパック（ミートボール等レトルトパックのおかず、ガム、インスタントコーヒーが入って

いる）を手に持った子供たちが遊んでいる。20メートル程離れたところにはＤＳＷＤの現地

スタッフのテントがある。この集落には互いに10メートル程距離をおいて数十軒のテントが

点在し、その周囲のいくつかの小高い丘の上にも他の集落が見える。 ＤＳＷＤのテントの隣

の木陰に、机を置いてそこで診療を始める事とした。今回同行したのはDr.Emma Palazo（Se

ed of Lifeピナツボプロジェクトの運営委員長でありＡＭＤＡフィリピンのメンバー）、同

じくSeed of Lifeの歯科医、薬剤師（いずれも女性）、現地ソーシャルワーカーの四人。ま

ず机に持ってきた薬を広げる。薬の中で使用頻度の高いものは、１）ペニシリン系（外傷感

染、小児中耳炎扁桃腺炎、気道感染）　マクロライド系（百日咳）、抗結核剤、メトロニ

ダソール（アメーバー赤痢）等の抗生物質化学療法剤　２）解熱鎮痛剤　総合感冒剤　３）

鎮咳剤　４）ビタミン剤　（低栄養児、夜盲症）　５）気管支拡張剤（火山灰の吸入による

喘息発作）　６）消毒薬等である。薬はSeed of Life　が現地で買い求めたものと、他の団

体から寄付されたものである。フィリピン政府大蔵省は、原則として外国からの援助物資に

一般輸入品と同様に関税を掛けている。 Seed of Lifeへの援助物資も通常額の課税が掛けら

れそうになったが、丁度その頃Dr.Emmaが、smoky mountainでのこれまでの活動に対してア

キノ大統領から表彰を受ける事になり、課税するなら大統領に直訴すると言ってやっと税を

減額してもらったとのこと。 Enaが診療を始めると10人くらいの患者の列が並ぶ。 Seed of

Lifeが以前よりここで活動しているため住民は私たちとの接触には抵抗は無い様子。隣では

木の椅子だけの歯科クリニックもはじまった。こちらは治療器具が無いため、局所麻酔下の

抜歯のみ行なっている。最初の患者は、成長不良と頚部リンパ節腫脹を主訴とする2才と4才

の女の姉妹。結核の初期感染が疑われる。マニラ到着の翌日訪れたマニラ湾内の小島のスク
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ワォッターでも小児結核の患者は何人か見られた。現在レントゲン撮影装置はもちろん、ツ

ベルクリン反応液、顕微鏡も無い状態であり確診は下せないが症状・理学所見・家族歴等か

らはほぼ間違いない。いずれの子供も栄養状態が悪い。イソニアジド（抗結核剤）を渡して

帰らせる。彼らの面倒をみれる場所はここしか無く、日本の様に病院へ隔離すると言う訳に

は行かない。次の患者は、生後二週間の新生児で出生後初めての健診である。体重、理学所

見等特に問題はないが臍のところが黒くなっている。フェタは出生時切った臍帯の止血に木

の灰を使い、黒いＱはその灰である。灰を拭き取りアルコールで消毒をする。アルコールは

新生児には刺激が強過ぎるとE㎜aは言って、母親に何かを取らせにいった。持ってきたのは

グワバの葉で、これをすりつぶして水にとかし沸騰させると消毒剤の代わりになるという。

母親に消毒の方法を指導する。三人目は頚部腫脹を訴える七才の女の子、腫脹部は甲状腺で

ありび漫性で柔らかい。ョード不足による甲状腺腫がアエタには珍しくなく、政府も以前か

らヨード加塩を配･っているが、これは売って現金化できるのでもらっても飲まれないことも

あるらしい。ヨード剤を与えて経過観察とする。

この日はこれらの患者の他に二十人程度の診察を行なった。患者の半数以上が小児であり、

やはり感染症が多い。内科疾患では下痢、感冒、頭痛、腹痛が最も多く、皮膚科、耳鼻科眼

科疾患も見られる。子供の感染症が多い他は、その点で日本の夜間救急外来と大差無い。こ

こでは大人子供とも栄養状態はそれほど悪くはないとの印象を持ったが、食事内容によるも

のか夜盲症の患者もみられる。手術の必要のある患者（臍帯ヘルニア等）も見られ、その場

合は最寄りの公立病院を紹介している。公立病院ならば治療費の支払いの問題は無いが、定

住地の立地から病院まで行く事が困難なため実際受診は難しい。また、現地医師のなかには

アェタに対して偏見を持っている者もいて、病院への受け入れを拒絶されることもあるとEm

maはいう。 Seed of Lifeでは、キャンプの巡回診療を毎週二回、場所を替えながら行なって

いる。また診療だけではなく、住民の衛生教育、個々の家を訪ねての家族構成・家族の衛生

状態・子供の発育状態のチェック、Feeding Program等も行なっている。

実際にキャンプを訪れて、まず衛生状態の改善が必要であることを痛感した。被災者は元来

衛生教育を受けておらず、例えば食前に手を洗う等の習慣がない（食事は手で食べる）。そ

の上に安全な水源の無いキャンプでの密集した生活を強いられていることが衛生状態の悪さ

につながっていると考える。まず安全な水源の確保が必要であり、個々の定住地が井戸を持
つことが必要となろう。

医療としては、新生児・妊産婦の健康管理と感染症慢性疾患の治療のため医療専rり家の定期

的な派遣が望まれる。需要に見合った医師の確保は難しいため、臨床の知識のある看護婦・

ヘルスワーカーの活用が必要。（医療チームが離れたキャンプ問を効果的に巡回するには車

も必要）。診療と平行して感染症の予防、母子衛生、eommon diseaseについての住民教育も
行なわなければならない。

今回の訪問は以下の方々のご協力により可能となりました。

最後になりましたが厚く御礼申し上げます。

　　　　有光　健様（アジア人権基金）

　　　　岡本浩二様（厚生省大臣官房国際課）

　　　　柏樹悦郎様（在マニラ日本大使館）

　　　　菊池陽一様（横浜市　歯科医師）

　　　　熊代昭彦様（厚生省援護局）

　　　　田中英夫様（大阪府環境保健部）

　　　　平山　恵様（国際開発高等教育機構）

　　　　前田一隆様（ＮＨＫ岡山）
　　　　　（五十音順）

また沢井製薬株式会社様からは現地支援用として
ペニシリン製剤4,000錠をいただきました。
あわせて御礼申し上げます。
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ピナツボ由枝災民巡回診療・衛生教育チーム

　　　　　　参加者募集のお知らせ

　A M D A Japanでは、フィリピンの現地メンバーとともにキャンプの巡回診療・衛生状態改

善活動に参加して下さる方を募集しておりますj。現地では医師・看護婦だけでなく一般の方

のご協力も歓迎しております。また将来に向けての人材育成を目的に、民間国際協力に関心

をお持ちの方で現地での活動の見学希望者の受け入れも行ないます。

ぐ募集期間=≫i

91年12月以降

〈活動内容＞

　Seed of Life、AMDAフィリピンメンバーとともに被災民キャンプを訪れ、住民の診療

・衛生教育・衛生状態の改善に勤める。

〈参加資格≫

１）医師・看護婦の資格をお持ちの方で、英語またはタガログ語での日常会話　　可能の方

　　　　　（参加可能期間を問いません）

２）農業、幼児保育、衛生教育等の技術・知識をお持ちの方・経験はないがヘ　　ルスワー

　　カーとして働く事に興味をお持ちの方で、英語またはタガログ語での日常会話可能の方

　（参加可能期間を問いません）

３）民間国際協力に関心をお持ちの方で現地での活動の見学希望をされる方

　社会人・学生等資格を問いません

、（英語またはタガログ語での日常会話可能なことが望ましいですが、同期間に通訳可能な

　参加者がいる場合はできなくても問題有りません。まずはご相談下さい）

詳細につきましてはＡＭＤＡ事務局　田中政宏までご連絡下さい。

個別にご相談に応じます。

連絡先:�0862-84-7676

　　　　　0862-56-4591

(菅波医院内、ＡＭＤＡ事務局)

(自宅、山本方)
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ＡＭＤＡネパール・ピスヌ村地域保健開発プロジェクトー巡回診療プログラム

　　　　　　　　　(郵政省国際ボランティア貯金助成事業)

　　　　　　　　　1991年度第２次スタッフ派遣計画

　　　　　　　　　　AMDA,Japan事務局長　　　　　　　山本　秀樹

　　　　　　　　　　AMDA，Japan country director　國井　修

日　時:1991年12月20日－１月８日

　　　　ＡＭＤＡ、ネパールの代表のDr.Rameshwar Pokharel の日本への留学が10月に急

　　　　きょ決まったことから当初予２月に予定していた第２次の日本からのスタッフ派

　　　　遣を12月へ切り上げて行うこととなりました。

名　簿：國井　修（ＡＭＤＡ、医師）

　　　　Dr.Rameshwar Pokharel （AMDA、ネパール医師）
　　　　鈴木木綿子（北海道大学医学部医学生、ＡＭＳＡ）

これまでのプロジェクトの進行状況:

1990年５月：ＡＭＤＡネパール設立

　　　７月:　Dr.國井ネパール訪問、現地メンバーとの対話

1991年７月：現地での事業開始

　　　８月：ＡＭＤＡ現地オフィス設置（Dr.Pokharel氏宅）

健康調査の実施、診療所を設置して診療の開始

　　　10月：日本人スタッフ派遣（第１次）

　　　11月：日本からの巡回診療用の車両輸出

　　　12月：第２次派遣

1992年１月：巡回診療用車両贈呈式（カトマンズ、ピスヌ村にて）

　　　　　　ピスヌ村の住宅における「換気と呼吸器疾患に関する健康調査（1）」

【前回の調査結果(1991.9-10)の中間報告【1〉】
[人口]

ビスヌ村の面積約10km2、6つの小さい部落よりなる

全世帯数:201戸、全人口:1066人

そのうち従属人口(15才未満の子供、及び65才以上の老人)が総人口の50X以上を占める
　[健康指標]

粗出生率:43/1000人、粗死亡率:13/1000人、人口増加率:2.1%

乳児死亡率:44/1000出生数(ネパール全土ではほぼ100/1000以上)である。

住民の有病率：９Ｘで主な死因は下痢、上気道炎である

　[産業]

職業：農家95%(一世帯当りの農地面積:2-5ロパニ(10-30アール))、全農家の25%の世帯
・　　ではカトマンズ市内へ兼業に出かけている

[環境衛生]

住宅:70%の住宅は泥と石でできていて、１階に調理場があり薪が燃料として使われている。

　　　80%の家庭では調理場に煙突が無く換気が不十分である

電気：電気はカトマンズ市内から供給されているが、電灯以外の目的ではほとんど使用さ
　　　れていない。

水道：村には貯水槽があり給水設備があるが水道は道路沿いの家庭にあるに過ぎない。

便所：普及率30Xで、残りの70Xの家庭には便所がなく野原や、小川のほとりで排便を行っ

　　　ている。また、便所のある家庭でも便所の構造は決して安全とは言えない。

ゴミ：ゴミに関しては清潔なゴミ処理場を供えた家庭はなく、ほとんどの家庭ではゴミを

　　　庭に堀った穴の中に捨てているに過ぎない。 16%の家庭では穴さえもなくゴミをどこ
　　　かにまいているのが実状である。

家畜:80%以上の家庭では自分の家で家畜を飼育しているが、住居と離れた家畜の畜舎を持

　　　つものは19%に過ぎない。
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［教育］

学　校：村内に小学校が一つあり教室が一つベンチが数えるだけの小さい施設である。　ご

　　　　くわずかの子どもが通っているのみである。

識字率：学校に通っている子供を含めても1066人中422人（39.6X）で、そのうち高等教育（

　　　　大学卒以上）を受けたものはわずか４人に過ぎなかった。
　［予防接種］

　予防接種172人の５才以下の子供のうち７１人はBCG、D.P.T.、ポリオ等の予防接種を
受けている。

　［栄養］

栄養状況はほぼ満足できる状況である。

　［母子保健・家族計画］

出生前健診：受診率19%

出産場所：自宅内分娩が85%を占めている、

避妊：実施率、35%（そのうち一時的方法16X、永久的方法19%）

　　　性別の比は男：女＝1:10　でほとんどの場合避妊は女性の役割とされている

　【今回の日本人スタッフ派遣時の業務内容】

　１．巡回診療用車両の贈呈式施行

　２．ビスヌ村におけるAMDA、Nepalの診療所の移転、新診療所建設のための準備

　現在、ビスヌ村の小学校の敷地を休日（土曜日）に使用しているが近くの空き地へ新しい

　建物を建設する予定であり、今回の調査で具体化させる方針である。

　３．ビスヌ村おける住宅環境・呼吸器疾患調査

　住居内のかまどによって発生する煙と呼吸器疾患の因果関係を調査するために住民の自

覚症状調査を行う。また、住居内の空気中の環境モニタリング。（協力：自治医科大学衛
生学教室）

４．前回施行の健康調査の分析・検討

　中間報告に基づきヽ改善可能な問題については現地メンバーと検討し今後さらに詳しい
調査が必要な場合は追加調査を行う。
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　11月22日より25日まで3日間にわたりバンコックでアジア医師連絡協議会の

執行部会を開催しました。この会議参加国はアジア医師連絡協議会加盟国13

力国中の9力国です。日本／韓国／台湾／香港／フィリピン／タイ／バングラ

デッシュ／インド／ネパールです。欠席はインドネシア／シンガポール／マ

レーシア／スリランカの4力国です。

　決定事項は下記のごとくです。

　　　１）アジア多国籍医師団創設

　　　2）lntemationaI Health Service

　　　3）MobileIClinic

　　　4）パキスタン支部の設立

　　　5）AMDA lnternational創立10周年記念会議1993年台湾開催

　平成５年５月にアジア多国籍医師団創設を宣言する形で各国ともに準備を

すすめていくことになりました。アジア多国籍医師団は私達の組織でのみ可

能なプロジェクトで必ずや日本の国際貢献の一環を担うことができるものと

信じています。Mobile Clinicは輸送力確保困難な地域に４輪駆動車を配して

地域医療に貢献するとともに多国籍医師団活同時にも使用しようという考え

です。lnternationaI Health Serviceはアジア多国籍医師団ネットワークを使用し

た収益事業です。

　それと共にイスラム圈への影響力と医師団派遣を可能にするために平成4年

3月にAMDA Medical Missionをパキスタンに派遣してパキスタン支部設立を

予定しています。カラチとカイロはイスラム圈における文化の中心です。

　次に、バンコックの工業団地での病院プロジェクトの件について報告いた

します。ＡＭＤＡ-Ｔｈａｉ３名とバンコック市当局4名との間で7人委員会がつくら

れ協議を続けています。チャムロンバンッコク市長ともこの件で面会しまし

た。積極支援を約束してくれました。この直後にバンコック市当局の4名の方

々にも表敬訪問をしておきました。

　なお、チャムロン市長から岡山県知事に東北タイの農業指導者の技術指導

依頼がありました。東北タイ農民のバンコック流入を防ぐためには農業の改

善が必要との判断です。帰国後岡山県庁の担当者と話し合い、AMDA-Japan

として積極的に受け入れることにしました。主として有機農業と農協につい

て視察研修してもらいます。時期は平成4年7月頃になりそうです。

　ＡＭＤＡ創立10周年記念国際会議は1993年台湾開催に決定しました。

バンコック市長訪問

　前列左より

　　Dr.Nipit

　　Dr.菅波

　　チヤムロンバンコック市長
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【事務局便り】

「来年度活動計画」

　ＡＭＤＡ本部では来年度年間活動計画を作成中です。 ＡＭＤＡとして取り組んでほしい
企画、要望、計画がありましたら御一報下さい。

「事務局員募集のお知らせ」

　ＡＭＤＡ岡山本部では事務局員募集を募集いたします。

岡山の本部で週２日以上ＡＭＤＡスタッフとして勤務できる方を募集いたします。英語、

がある程度使える方が望ましいのですが、何よりもアジアの好きな方を募集いなします。

詳しい条件等は、相談面接の上で決定しますので岡山本部（菅波）までご連絡下さい。
　また、会員の方で適任の方を御存知の方はご紹介下さい。

「海外支部のヘルスワーカー・コーディネーター募集のお知らせ」

　ＡＭＤＡでは海外のＡＭＤＡ支部の事務所あるいは診療所（フィリピン・トンド地区、

ピナツェボ火山被災民のための診療所、ネパール・ピスヌ村診療所）における事務局員募

集を募集いたします。希望に応じて職務を決定しますので御関心のある方は御連絡下さい。
　「ＡＭＤＡ会費について」

　ＡＭＤＡの年会費を納入されてない方は同封の振替用紙にて所定の年会費を御納入下さ

い。郵便振替による自動振替制度を希望される方、会費の事に関する問い合わせは事務局
までお尋ね下さい。

【寄付を寄せてくださった方】

　岡山市民（ＡＭＤＡ、ネグロスキャンペーン岡山、幼い難民を考える会の合同クリスマ

スパーティー出席者有志の皆様）－ピナツェボ火山罹災民のために

【ＡＭＤＡカレンダー（12月－92年４月）】

12月下旬：ネパール第２次スタッフ派遣（Dr.国井修､Dr.Raleshwar.P.Pokhare1ら）

　　　　：フィリピンピナツェボ火山噴火枝災民救援チーム派遣
92年１月：ＡＭＤＡ執行部選挙

１月11日（土）：フィリピンピナツエボ火由枝災民救援プロジェクト報告会

　　　岡山市中山下の岡山ＹＭＣＡにて午後５時より

　　　報告者一田中政宏、Dr.Eakachai予定

　　３月：ＡＭＤＡ春期例会（関西地区または岡山予定）

　　　　　パキスタンヘ医療ミッション派遣（予定）
　　４月：郵政省国際ボランティア貯金事業申請

【会員消息】

正会員：小橋良太郎（徳州会岸和田病院）

　　　－フィリピン・ピナツェボ火山枝災民診療のためフィリピン訪問

外国人会員:Dr.Eakachal Sathyanpitayakul （AMDA、タイ：現在広島大学留学中）

　　　－フィリピン・ピナツェポ火由枝災民診療のためフィリピン訪問

1?r.Ramesh”r Pokh3rel －AMDAネ｡’゛－ル診療所事業実施のため帰国

【編集後記】

　12月15日から23日まで、ピナツボ枝災民の巡回チームに大阪岸和田徳洲会の小橋良太郎

先生が参加されます。先生は、以前青年海外協力隊でアフリカで数学の教師をされたあと

フィリピンミンダナオ島のDavao MedicaI Schoo1 で勉強された経験をお持ちで、現地で

の活躍が期待されます。その後も、ＡＭＤＡタイのメンバーで岡山大学医学部留学生（現

在広島大学で日本語研修中）が参加します。 ＡＭＤＡ多国籍医師団実現のための第一歩と
なりそうです。詳しくは次号をご覧下さい。（T）

　早いもので、今年もあとわずか。 ＡＭＤ’Ａニュースレターも発行日が遅れながらも月一

回のペースでここまで発行することができたのは大きな喜びです。今年は、ＡＭＤＡがこ

れまで体験しえなかったペースで物事が進み事務局は激務の連続で、最近マスコミでもよ
く話題になる「過労死」という言葉が他人事と思えませんでした。（Y）
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日本

:Assoeiation of Medieal Doetors for Asia ）は、1984年に設立した、

利民間団体）で現在13カ国約200人のアジア諸国の青年医師により構成さ

支部AMDA、Japan　には、約200人の会員（準会員、学生会員も含む）

主な、活動に下記のようなプログラムがあります。

フィリピンのスラムにおけるヘルスセンターの運営（1986-）

インドのアュルベーダ医学の研究（1984-）

ネパールのピスヌ村地域保健開発プロジェクト（1991-）

在日外国人支援医療ネヅトワーク（1990-）

AMDA国際医療情報センターの運営（1991.4-）

クルド人難民キャンプにおける「視聴覚健康教育」（1991.6-11）

アジアの産業医学に関する情報交換（1991-）

フィリピンピナツェボ火山罹災民救援プロジェクト（1991.10-）

入会方法：郵便振替用紙にて所定の年会費を納入して下さい。入会金は有りません。

　　　　正会員　:10,000円／年（医師に限る）

準会員
学生会員

●
・
・
・ 5,000円／年（医師以外の社会人の方）

3,000円／年（学生に限ります）

ただし、会計年度は４月一翌年３月です。入会の月より、会報を送付致します。

　　　　振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山5-40709」

なお、会費と共にＡＭＤＡの各種プロジェクトのためにカンパをお寄せになる方ＪＪＵＬ阻

　の゛＝　に　　　　　プロジェクトのために」などとご記入下さい。。

郵便貯金口座（ボランティア貯金□座も含む）からの「ＡＭＤＡ年会費」自動引き落し制

度も開始となりました。　くわしくは、岡山事務局までお問い合わせ下さい。　申し込み書を

送ります。

　入会の問い合わせ先:〒701-12岡山市楢津310-1

　　　　　　　　　　　　菅波内科医院内

　　　　　　　　　　アジア医師連絡協議会

　　　　　　　　　　　TEL.0862-84-7676

　　　　　　　　　　　FAX 0862-84-7645

　　　　　　　　　　担当：菅波茂、山本秀樹、田中政宏

ハガキで入会希望の旨を書いていただけると、折返し振替用紙を郵送致します。

パソコン通信による問い合わせ、ニュースレターヘの投稿の宛先は、マスターネット

’ID:AEM367または、ニフティーサーブ（NI FTY-SERVE）ID:GBA02400　山本までお願いします。

パソコン通信に関する電話の問い合わせはTEL 0862-56-4591（夜間のみ：山本）

ＡＭＤＡ在日外国人医療ネットワークの問い合わせ

ＡＭＤＡ国際医療情報センター

　　　〒154東京都世田谷区新町２

�.03－3706－4243

　　　　　-7574
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　　　　　　　　　　　　(順不同敬称略)

以下の方々にご協力いただいています。有難うございます。

崔濡

　　　丹羽章(栃木県)、故尾沢値ご郎氏ご家族(神奈川県に大串孝
子(神奈川県)

朧朧朧朧

　　井上病院(千葉市)、青梅慶友病院(東京一青梅市)、富士見病院(東
京一板橋区)、町谷原病院(東京一町田市)、六本木赤枝診療所(東京一港
区)、小林国際クリニック(神奈川一大和市)、永生病院(八王子市)、福
川内科クリニック(大阪)、菅波内科医院(岡山市)、ジャパングリー
ンクリニック(シンガポール／英国)、沖縄セントラル病院(沖縄一那覇

あ
　
皿

以上年間１２万円

　　エーザイ、カネボウ（株）、三共（株）、昭和メディカルサイエン

ス（株）、ジョンソン＆ジョンソンメディカルｏ．、大鵬薬品（株）、

東邦薬品（株）、ファイザー製薬（株）、福神（株）、保健科学研究所

　（株）、協和発酵工業（株）、明治製菓（株）、田辺製薬（株）富士コ

カコーラボトラーズ（株）、日本アップジョン（株）、（株）ミドリ十

字、万有製薬（株）、サンド薬品（株）、大森薬品（株）、クラヤ薬品

ファルマーマーッケティングサーベイ研究所、アイシーアイファーマ
（株）

　　　　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

　　TVC、（株）スズケン　　以上年間５万円

　　大塚製薬　　　　　　　　以上年間３万円

なお

財団

19

当センターの平成３年度の事業に関してトヨタ財団、庭野平和
日本青年会議所関東部会からの助成を受けています。
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